いると ね あら、 あれなん でしよう、 ねえ 東 助さん- 

あそこに、 へんな ものが 飛んで いる わ。 あ、 こっちへ 

くる」 

ゆびさ 

急に 人魂の 話 を やめた ヒ トミが、 空の 一角 を 指し 

て おびえた ような 声 を あげた。 

「え、 なに？ どこ さ」 

たおれた 石 門の 上に 腰 を 下して いた 東 助が、 おどろ 

いて 立上り、 ヒ トミの 指す 方角 を 目で 追った。 

「あそこよ、 あそこよ。 ほら、 空 をなん だか 丸い もの 

が とんで いる わ。 お尻から うすく 煙の 尾 を ひいて I 

I」 



飛ぶ 円盤』 の 一 種だろう から、 今 見て おけば 僕の 書く 

論文の 参考になる からね え」 

東 助 は 元 気づいて、 そうまで 思うよう になった。 恐 

怖の 念 は、 いつの 間に か 消えて しまい、 それに かわつ 

て、 ぜひ その ふしぎな 物体 を 近くで 見たい という 好奇 

心が、 むくむ くと あたま を もたげて きた。 

ヒ トミ も、 もともと メソ子 ちゃんの 組で はなく、 な 

に 一 ^ とに もどん ど ん とびこん でい く 方 の 明る い 性質の 

少女だった から、 東 助が そういい だすと、 ヒ トミ もお 

もしろ がって、 早く あそこへ いって あれ を ひろい ま 

しょうと いって、 ay を 向けた。 



句 者であろう か、 その S 人 は？ 



陸し い 士 



ほんとう のこと をい うと、 東 助と ヒ トミ は 気 をう し 

なう 一 歩 手前まで い つ た。 しかし それ をよう やくがん 

ばる ことができた。 二人 は 見た。 樽の 煙突の 中から た 

ちの ぼった 白い 煙の 中から、 背の 高い 怪人が あらわれ 

て、 そばに 立った こと を。 



ました。 あなたがた を、 おもしろい ふしぎな 国へ あん 

ないいた します。 あなたがた、 わたくし について きま 

す、 よろしいで すか」 

ポ— デル 博士 は、 そういって、 しきりに 手 を 樽の 方 

へ、 d つ てす す える 

東 助と ヒ トミ は、 そのと きまで 声 を だす こと さえで 

きなかった が、 あまりお それて いても よくない と 思つ 

たので、 東 助はヒ トミに 目く ばせ をして、 怪人の 方へ 

すすみよ つ た。 

「あなた は、 いったい どなたで すか。 ポ ー なんとか 博 

土と おっしゃい ましたが、 どこの 国の 方です か」 



東 助 は、 なるべく 気 をお ちつけ ようとつ とめながら、 

一 語 一 語 を はっきり いった。 

「わたくし、 ポ— デル 博士です。 ポ— デル 博士と いう 

名前、 よびに くいです か。 それならば、 ポ— 博士で も 

かまい ましえん」 

「どこの 国の 方です か」 

「わたくしの 国？ はは は、 それ は 今い いません。 し 

かしゃが て 自然に 分りましょう。 けっして あやしい 者 

では ぁリ ましえん。 安心して、 ついて くるよ ろしいで 

す」 

「いや、 あなた を B 用す る ことなん かで きません。 あ 



わたくし、 決して あやしくない。 お化けで も ありま 

しえん、 魔法使い でも ありまし えん。 あなたがたが あ 

やしい と 思う こと、 本当 は 決して あやしく ありまし え 

ん。 あなたがた 理科の 勉強が 足りない から、 そう 思う 

のです」 

「お待ちなさい、 ポ— デル 博士。 僕の 問い を ごまかし 

て も だめです。 なぜ 博士の 大きな 身体が、 小き な 樽 か 

らで てき たかを わかる ように 説明して 下さらない 間 は 

何 一 つ 信用し ません」 

東 助 は、 なかなか ゆずらなかった。 

すると S 人 博士 は、 大きく うなずいてから、 ヒ トミ 



どこへ いく、 奇妙な 飛行 樽 は？ 

何の 注射 か 

博士 は、 その 行 先につ いて、 なにも 語らなかった。 

いってから、 目 を あけて 見れば、 ひとりで によく わか 

ると いった。 

東 助と ヒ トミと は、 向こうへ いきつく より 前に、 す 

こしで も その 国が どんなと ころで あるか 知りた か つ た _ 



た。 

「おお、 この 下 だ。 急降下す るよ。 目が まわる よ」 

博士の 声に つづいて、 艇 はがたん と 下へ 落ち はじめ 

た。 目が まわる。 

「もういい よ。 外へ でよう や」 

博士の 声に、 われに かえった 二人だった。 しずか だ _ 

気持 もぬ ぐった ようになった。 そこで 一同 は、 例の 非 

ュ ー ク リツ ドの 空間に 通ず る 扉 を 開き、 外へ でた。 

目の前に、 古ぼけた 洋館が 建って いた。 ペンキ はは 

げちよ ろけ で、 のき はかた むいて いた。 窓と いう 窓に 

は、 かっこうの 悪い 鎧 戸が しまって いて、 あいた 窓 は 



「ド クタ—. ケンプ は 透明人間なん でしよう。 ねえ 

ポ— デル 先生」 

「ド クタ— • ケンプ といえば、 透明人間に きま つてい 

る さ」 

やつ 

と 博士 は 分り切つ たこと を 聞く 奴 だとい わんば かり 

の 顔 をした。 

「いったい 彼 は、 どんな 学問 を 使って、 からだ を 見え 

なくす る ことに 成功した か、 それが 大事な ことなんだ 

から、 ぜひたず ねて みたまえ」 

廊下の 奥の 左側の 扉が、 ひとりでに 内側へ 開いた。 

もう 二人 は、 前 ほどお どろかなかった。 そのかわり、 



た。 次はビ ー 力 ー がいくつ も、 ひとりでに 台の 上から 

すみ 

まいあがって、 台の 隅つ こへ もぐりこんだ。 試験管が、 

ことん ことん と 音 をた てながら 台 ごと 横へ すべって 

いった。 

と、 とつぜん じ や— ッと 音が して、 栓 から 水が いき 

おいよ く 流れ だした。 すると 大きな ビ— 力 ー が 動きだ 

して、 水 を 受けた。 

水 はビ— 力— の 中に 八分目ぐ らい 入った。 水道の栓 

が ひとりでに 動いて、 水が とまる。 こんど はビ ー 力— 

が 実験台の 上へ もどって きた。 と、 アル コ— ル- ラン 

プの 帽子が とび 上って、 台の 上へ 下りた。 と、 引 だし 



から マッチが とびだし てきて、 一本の 軸木が マッチ 箱 

の 腹 を こすった。 軸木に 火が ついた。 その 火 は アル 

コ ー ル • ランプの 芯に 近づいた。 ぼつと 音が して 青白 

ほのお かだい かなあみ 

ぃ焰が 高く あがった。 すると こんど は 架台と 金網と 

がーし よに とんで いって、 アル コ —ル. ランプに かぶ 

さった。 水の 入った ビ— 力— が とんで いって 架台の 上 

の 金網の 上に 乗った。 焰は 金網 を 通じて、 ビ— 力— の 

水 を あたため 始めた。 

あまりの 奇怪なる 器具の 乱舞に、 東 助もヒ トミ も 息 

をのんで、 身動き もしなかった。 そのと き アル コ— 

ル • ランプの 燃える 台の 向こうから、 例の 特長の ある 



た。 ぼく は 親爺の 金まで 持ち だした。 …… 三年 かかれ 

ば 研究 はでき あがる と 思った が、 だめだった。 それ か 

ら 屋敷 を 売って 次の 五 年間の 研究費 を 作った。 …… 五 

年 目の 終りに なって、 こんど こそう まくい くと 思った 

のが 間違いで、 致命的な 問題に 突 当り、 今までの 研究 

は 全部 だめ だと 分った。 がっかりして、 ぼく は 一週間 

死んだ ようになって 寝て いた …… やり直し だ。 振 だし 

へ もどって、 はじめから やり直さねば ならない。 研究 

の 費用 はどうす るんだ。 何 を 喰って 研究 をつ づける の 

だ。 

ぼく は、 のこり 少ぃ 持物 を ほとんど 全部 叩き 売った _ 



い 思いつき ではない か。 そして ぼく は 遂に その 偉大な 

る 仕事 を やりとげ たの だ。 ごらんの 通り だ。 

ここに ある ぼくの 身体が 見える かい。 硝子 板 は 見え 

るが、 ぼくの 身体 は、 どう 透して みょうが 決して 見え 

ない の だ。 ぼくの 身体 を こしらえ ている 細胞 は、 或る 

方法に よって 変えられ、 空気の 中で は 全く 見えな く 

なって いるの だ。 しかし 細胞 を 変える ときには 前後 十 

時間、 死ぬ ような 苦しみ をした。 説明 もな にもで きな 

いような 苦しみ を …… 」 

J と， j と ごとと、 ビ ー 力 ー の 中の 湯が 沸騰 を はじめ 

た。 



ふくこき 

復語器 を 使って 日本語に も 英語に も、 好きな ことばに 

なおします。 わかりました か」 

「わかった ようで も あり、 わからな いようで も あり」 

と 東 助 は 首 を ふって 「それより 早く、 その 蠅の劇 を 見 

せて 下さい。 いや 見せて 聞かせて 下さい。 その 方が 早 

わかりが します」 

「よろしい。 すぐ 見せます。 あなたがた、 # 子 を この 

前にお いて 腰かける、 よろしいです」 

そういって 博士 は、 後向きに なって、 蠅の 脳波 を受 

信す る テレビ 受信機の スィッチ を 入れ、 たくさんの 

目盛 盤 を ひと つず つま わし はじめた。 



痛手 だ。 この 国 は、 もう 一度 立直れ るか どうか、 あや 

しくな つた」 

と、 またもや 原子 弾の 炸裂 音と 死んで いく 人々 の 

さけび 声が する。 但し、 こんど は 遠方から 聞え る。 

「やられた、 やられた。 この 国 はもう 実力 を 失った。 

おしまいだ」 

「どうし たんだね。 どこ だい、 今の 爆撃され た 場所 は 

…：- J 

「あれ はね、 この 国の 秘密の 原子 弾 製造 都巿 だつ たん 

だよ。 ほら、 見える。 すごい ね。 原子 弾が 地中に も 

ぐって 炸裂し たんだ、 あのと おりど こも ここ も 掘り か 



妨害す る こと はなはだし いからね」 

「これから、 われわれの 仲間 を 一 匹たり とも 殺した 人 

しょ 

間 は 死刑に 処 する」 

「死刑 だけで は 手ぬ るい。 死刑に した 人間の 死体 を、 

われわれ 蠅族 だけで 喰いつ く すんだ。 それ ゆけ」 

驚きの 曲が 鳴り だす。 そして …… 

「アナウンスい たします。 このところ 一千 年た ちまし 

た」 

「まつ まつ まつ まつ」 

「うわ ッま、 まッ まッ」 
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停電の ような 闇 だ つ た。 

どこから ともなく、 ごと ごと ごとと、 機械の まわつ 

ている 音が 聞え てく る。 と、 あたり はだん だん 明るさ 

をと りかえ してい つた。 

(おや、 りっぱな 部屋 だ、 広く はない けれど。 …… こ 

こ は どこだろう か) 

と、 東 助 は あたり を 見 まわした。 

それ は、 大きな 球の 中 を 部屋に したよう であった。 

くぼ まか 

壁が まっすぐ ではなく、 凹んで 曲って いた。 まん 中に、 

横に 長い 机が おいて あり、 腰掛 も ある。 東 助 は、 その 

腰掛に お尻 をのせ、 机に 向って ほほ づぇ をつ いている。 



品です よ。 ほっぺたが 落ちない ように。 …… ほほ ほ 

ま」 

そういいながら、 ココアと パイナップルの 缶詰 を、 

東 助の 前にお いた。 

(えへ へ、 おれの こと を 三等 機関士なん ていった ぞ) 

「今日は、 食堂 は ひまなん だね」 

東 助 は、 すらすらと、 そういった。 口が ひとりで、 

ぺ らぺ らと 動きだし たので ある。 ふしぎな こ ともあれ 

ば ある もの だ。 

「もう 五分 も すれば 交替 時間です から、 みなさんい 

ら つ しゃる と 思う わ」 



輪 切に なった のが、 まるで 生き物の ように、 ぞろぞろ 

とはい だしてき たので ある。 

ま 

「あれ ッ。 パイナップルのお 化け！」 

と、 ウェイトレスが びっくりして、 とびあがった。 

すると 彼女のから だは、 すうつ と 天井の 方への ぼって 

いった。 足で 床 をけ つたので、 重力が きいて いない か 

ら、 かるがると からだが 浮き あがった ので ある。 

「あ— れェ。 君、 どこ へ いく？」 

東 助はゥ ェ イト レス をつ かまえようと 思 つ て 立 上 つ 

たが、 そのと き やはり 床 をけ つたので、 彼のから だ も、 

J れ— リ 



「おや、 ウェイトレスの ヒ トミさん や コック 長が こん 

なと ころで、 まごまごして いるよ。 パイ 缶 を 一 つと ミ 

ルクセ ー キー ぱい、 早い ところ 頼む ぜ」 

と、 食堂の 空中 を 泳ぎながら、 みんな 註文 を だす。 

「はいはい。 只今。 しかし 熱い 料理 や 飲料 は 今、 でき 

お お <c -ナど 

ません よ。 わし もみな さん も 大火 傷し ますから ね。 と 

にかく 困った もの だ。 早く 人工 重力 装置の 故障が 直つ 

て くれない ことに は、 仕事が さっぱり できません。 は 

い 只今」 

そういいながら、 髭の コック 長 は、 蛙の ような 恰好 

で 料理 場へ とびこんで いった。 



ポ— デル 博士の 松 永さん 

たる 

その 日、 東 助と ヒ トミが、 ポ— デル 博士の 飛ぶ 樽の 

中へ はいって みると、 博士 は、 はだかになって 着が え 

はお リ はかま 

の 最中だった。 ふしぎな ことに、 前に は 羽織 や 袴が 

でて いる。 

「先生 こんにちは。 この 羽織 や 袴 を どうな さるので す 

ゝ I 

力」 

「や あ、 君た ち、 きました ね。 この 着物 を、 わたし、 

ば 

着ます。 そして 日本人に 化ける のです。 見て いて 下さ 



「たましい なんて、 人間が 死ねば、 一し よに なくなつ 

てし まう もんだ。 たましいが あるなん て、 うそ だと 思 

うよ」 

東 助 は、 心霊の 存在 をう ち 消した。 

ひとだま 

「でも、 あたし 本当に、 人魂が とぶ ところ を 見た こと 

があって よ。 あれ は 四 年 前の 夏だった かしら」 

「あれ は 火の玉で、 人間の たましい じ やない よ。 ねえ、 

先生」 

「さあ、 どうで しょうか」 

いつにな くポ— デル 博士 は、 今日は はっきり 答えな 

ヽ o 

レ 



がつ いてない 様子。 

「霊媒の、 今日の 身体の 調子 はどうで すか」 

「調子 はいい そうです よ。 もっとも 岩 竹さん は、 今日 

は 身体の 調子が 悪い とい つたこと は 今までに 一 度 もな 

いですな あ」 

じ. 4 し 

「おっしゃる とおりです。 岩 竹 女史 ほどの いい 霊媒 は、 

ちょ つ と 今までに 例が ありま せんね」 

会員た ちの こんな 話から 察する と、 この 会の 霊媒の 

岩 竹 女史 は、 たいへん すぐれた 霊媒ら しい。 

「皆さん。 お 待たせし ました。 実験室の 用意が でき ま 

したから、 あちらへ どうぞ- 



金 光 会長が 一 同 をよ びに きた。 十四 五名の 会員た ち 

は 席 を 立って、 奥へ 入る。 もちろん ポ— デル 博士 も、 

まじ 

東 助と ヒ トミ も、 とりすました 顔で その 中に 交って い 

た。 

実験室と いうの は、 十二 三 坪 位の 広さの 板の間 じき 

のがらん とした 部屋だった。 手前の 方に、 会員の すわ 

るた めの 椅子が 二十 脚 ほど 馬蹄形に ならべ てあつた。 

正面の 奥、 つまり 板ば りの 壁の 前に、 電気 死刑の 椅子 

のよう な 形の がっちりした 肘 かけ 椅子が 一 つお いて あ 

かく テ— ブル 

り、 その 左右に 小さな 角 卓子が 二つず つあった。 その 

外に、 主催者 側で K うらし い 椅子が 四つ 五つあった。 



ゴ ング さんの 声が したと 思う と、 闇の 空中に ラッパ 

の 形 をした ものが 浮き あがった。 全体が 青白い 光 を は 

な つ ている。 

東 助と ヒ トミ は、 また 博士に すがりついた。 

その ラッパ は宙を くるくる まわり だした。 そのうち 

に 大きく 宙を とび 始めた。 会員の 頭の 上に もき た。 会 

員の 中には、 あっと おどろきの 声 を あげた もの もい る _ 

そのうちに ラッパ は 正面へ もどった。 あいかわらず 

宙に 浮いて いる。 それが、 ぷ つぶく ぷっぷ くと、 あや 

しげな 音 をた てて 鳴り だした。 やがて これ は ゆれ だし 

た。 そして あいかわらず ぷ つ ぷくぷ つ ぷく である。 



ていた。 その 男 は頰を ふくらませて 吹いた。 すると 

ぷ つ ぷ くと 音が でた。 

もう 一人の 男 は、 エジプト 人形 をつつ た 細 竹 を もつ 

て、 ゆらゆらと 左右に ふっていた。 

(ひどい インチキ だ。 なにが 心霊 ゴ ング だ) 

と、 東 助 は 腹が立った。 そのと き 博士が 眼鏡 を かえ 

すよう にと、 ささやいた。 そして この 会の 最後まで、 

何も しらない ことにして、 さわいで はいけ ない と 注意 

を あたえた。 

この 実験 会が 大成功に 終って、 ゴングの 霊 は 拍手に 

おくられて 消えた。 そして その あとで 会長が 電灯 をつ 



たです ね」 

「先生、 ご 病気 だつ たんです の」 

「はは は。 わたくし、 病気す る こと、 決して ありませ 

A 矛 ま 矛 いノ 」 

「じゃあ、 どこか、 うんと 遠い ところへ いって おられ 

たのです か」 

「大宇宙の はて へいつ てらし たんです か」 

「ちがいます、 ちがいます」 博士 は 首 を 左右に ふって 

「じつは、 いずれ あなたがた を 案内した いと 思って い 

た 四次元 世界へ いってい たのです」 

「ああ、 四次元 世界です か。 あの ふしぎな 高級な 四 次 



次元 世界 は、 もっと はっきりした 寸法の ある 世界 じ や 

ないで しょうか」 

「まあ、 東 助さん。 むずかし いこと を おっしゃる わね- 

誰に 教わった の」 

「その 説に も、 じつは いろいろ 根拠が あるので すが、 

とにかく 四次元 空間 を 考える に は、 時間の こと は 考え 

に 入れない 方が いいでしょう。 もっと 分り やすい 方法 

をと つて、 四次元 世界 を 考えましょう」 

「それなら、 ぼく、 知って ます」 と 東 助が いった。 「横 

と 縦と 高さの 三 つが ある ものが 立体 ともいう 三次元の 

物です。 ぼくらの 目につく もの はたいて いこれ です。 



さか い 

すね。 その 面と 面との 境 は、 どうな つてます か」 

かど 

「ああ、 そうだ。 それ は 角に なって います。 いや、 と 

がった 線に なって いる。 とにかく 箱の 角 は 一次元の 物 

です ね」 

「そうです。 西瓜 を 二つに 切ります。 ふちが 丸いです 

ね。 その ふち も 一 次元です」 

「かんたんで すね。 しかし 四次元の 物と いうと 分り ま 

せんね。 横と 縦と 高さの ほかに、 何が 考えられ るかし 

ら。 もう ほかに 何にもな いように 思います が …… 」 

「もう 一 つ r 兀を ふやせば いいこと が 分って います。 三 

を 四に 考えれば いいのです。 それ はかん たんです が、 



背丈 はヒ トミより すこし 高い。 お 地蔵 さま を 青 石で こ 

しらえ ている 途中の ような ものに 見えた。 

(どこから、 こんな ものが はいって きたの かしら。 あ 

き み 

あ、 気味が わるい) 

と、 ヒ トミ は、 びっくりして とびのき、 博士のう し 

ろへ しがみついた。 

その あやしい 物 は、 一秒の 休み もな く、 自分の 形 を 

たえず かえ つづけて いる。 さつ き はお 地蔵 さまの 作り 

かけの ように 見えた ものが、 ほんのわず かのうち に 形 

と 色と がか わって、 エス キモ ー 人の ようになった。 そ 

れが 急に ふくれあが つ てきた と 思う と、 大きな 黒 竜 



は、 さっき あなたがたの 三次元 世界の 中へ はいって き 

て、 ずんずん 通りす ぎた のです。 ですから、 あの 生物 

が 三次元 世界と 交った ときの 切り口 だけが、 あなたが 

たに 見えた のです。 もちろん 本当の 姿 は 見えません」 

「あれが 切り口で すか。 切り口が 立体に なって いるの 

です 力」 

「へんな よう だが、 すこし 考える と、 わけが 分ります _ 

ほら、 また あらわれ ましたよ。 こんど は 長椅子の 上の 

ところ だ」 

博士の 声に、 ヒ トミと 東 助 は、 また さっと 顔 を 青く 

して、 その 方 を ながめた。 



明した。 

さいぼう 

たんぼ ぼの 花びらの 細胞ら しい ものが 見えた。 それ 

が どんどん 拡大され ていって、 やがて 大小の 球が たく 

さん 見える ようになった。 それが もっとも つとの びて 

いって、 球の 大きさが 大きくな リ、 そして 数が 減った。 

力た ま-...' 

やがてまん 中に、 動かない 小さな 塊 が 一 つ あらわ 

れ、 その まわり を 小さい 球が 一 つぐるぐ ると まわって 

いる。 

「おや、 これ はなに かしらん」 

「それ は 水素の 原子です。 まん 中の が 水素の 原子核で 

す。 陽子と もい います。 その まわり を まわって いるの 



が 電子です。 電子 は 世の中で いちばん 軽い ものです」 

「ずいぶん 小さい 世界へ きた もの だな あ」 

「そのお 隣り に、 すこしち がった 原子が あります よ。 

これが そうです」 

樽 ロケットが 隣り へ 動く と、 こんど は そこに、 まん 

力た まリ 力く 

中に 一 つの 動かない 塊 がぁリ (水素の 核よりも 十数 

倍大き い)、 その まわりに 八 個の 小さい 球 (電子 だ) が、 

ぐるぐ ると まわって いた。 それが、 三つの 輪に なって 

まわって いた。 なんだか、 太陽の まわり を 地球 や 火星 

などが まわ つ ている の に似てい る。 

「これ はなん という ® 子です か」 



「酸素の 原子です」 

「おやおや、 これが 酸素です か」 

「ウラニウムの 原子 は 見えません か」 

「ウラニウム は、 ここに はない から、 見えません。 ゥ 

ラ ニゥム は、 外 を まわって いる 電子が 九十 二 個あって、 

きど う 

それが 十七の 軌道に 分れて まわって います。 もちろん 

ウラニウムの 原子核 はずつ と 重いです。 水素の 核の 二 

百倍 ぐら いあります」 

「ポ— デル 博士。 これより 小さい 世界 はない のです 

ゝ I 

力」 

きょくび 

「ありま せんね。 これが 極微の 世界で ございましよう 



のです ね」 

はし 

「直径が 十万 光年 あるので す。 銀河の 端から はしへ い 

くのに、 光と おなじ 早 さで とんでも、 十万 年 かかる と 

いう わけです」 

「すごい な あ。 ぼく は 銀河の 大きさ を 考える と、 頭が 

へんになります。 そして あの 光って いる 二 千億の 太陽 

に は、 それぞれ いくつかの 遊星が まわって いるんで 

しょう。 考えて みると 地球なん て 小さな ものです ね」 

東 助 はため 息をついた。 

「ポ— デル 先生。 銀河で ない ところに 光って いる 星 は、 

どういう 星です の I 



ポ— デル 博士の 話して いるう ちに、 樽 ロケット は 何 

百万 光年の 空間 を すっとんだ。 銀河の 帯が どんどん 縮 

まって、 お 皿の ような 形 をした 平った いものに なった。 

「ほら、 分った でしよう。 銀河 は 星が 円 板の ように 

集って いるものです。 それから、 みなさんに とってな 

つかしい 太陽系 は、 銀河の ずっと 端に 近いと ころに あ 

る のが 見える でしよう」 

さら 

なるほど 銀河 を 皿に たとえる と、 皿の ふちに 近いと 

マ J ろに ある。 

「あらあら。 銀河 はま わって いますの ね」 

ヒ トミが、 おどろい ていった。 



「この 大宇宙が できてから、 何年た つた か、 知ってい 

ます 力」 

「いいえ」 

「無限に 長い 時間が た つてい るので しょう」 

「無限大で はない のです。 約 二十 億 年た つてい る こと 

が 分って います」 

「二十 億 年です か。 大宇宙に も 年齢が あると いうの は 

始めて 知り ましたが、 おもしろいで すね」 

「ポ— デル 先生。 大宇宙が 二十 億 年の 年齢 をと つてい 

る ものなら、 大宇宙が 生れた ばかりの 赤ちゃん のとき 

と、 4 「と は、 どうちが つてい ますの」 



も ある。 はやい もの は、 光のう すい 小さい もので あつ 

て、 大きい かたま リは おそく とんで いる。 

二分 間た ちます よ。 は— い、 一分 間た ちました。 

さっきと 同じ 時代に なった のです。 見た でしよう、 星 

は 二十 億 年の 昔に、 一つに かたまつ ていたと いう こと 

を。 それが 爆発して 四方八方へ とんで いる こと も 分り 

ましたね。 銀河系 も その 一 つです が、 わりあい ゆつ く 

リ とんで います。 銀河系の ような 星雲が、 すくなく と 

も 一 億 は かぞえられます」 

「宇宙って、 なんて ひろいの でしよう」 

「大宇宙 は、 今でも どんどん 外へ ひろが つ て いきます _ 



からだから 青い 光 を 発して いる 魚 もい ます」 

「なかなか、 よく 知ってい ますね。 もっと 下へ さがる 

と、 なにが あります か」 

「まだ さが るんで すか。 ええと、 するともう 魚 はいな 

くなります。 やわらかい 泥が、 ふかくよ どんで いる だ 

けです _ 

「もっと 下へ おりる と、 どうなります か」 

「もう そこで いきどまりです。 おしまいです」 

「いや、 もっと さがる のです。 どうなります か」 

「困った な あ。 泥の 中 を 分けて 中へ はいって いくと 岩 

があります ね。 岩の 下 を どんどんお りていく と、 地球 



の 下に もえて いる あ つ いどろ どろに とけた 岩に ぶ つか 

リま す。 そうすると 死んで しまいます」 

「そうです、 そうです。 そこまで 考えない とお もしろ 

くない。 つまり 海の 底に は、 岩が 大きく ひろがつ てい 

る という か、 それとも 海の 底に は 陸地が あると 

いった 方が いい かもしれ ません ね。 そして その 中に あ 

るの は、 岩ば かりです か」 

「そうでし ようね」 

「生物 はいません か」 

「さあ、 どうか しら。 たぶん、 いないと 思います。 だつ 

て そ y J に は 空気が な い のです もの」 



いったい これ は 何であろう か。 

そのと き 樽 ロケット は、 海中の 柱の 林 をぬ つて 進ん 

でいた が、 急に 頭 を 下へ 向け、 柱に そってお りていつ 

た。 やがて 例の 大型の ガス • タンクの ような ものの 上 

に 停る。 

タンクの 屋根 は あらにな つていた。 そして 黒い 線で 

たくさんの 円が かいて あり、 その 円に は 数字が 書きい 

れ てあつた。 樽 ロケット は (8) という 円の 中に のつ 

ていた。 

とつぜん (8) の 円が へこんだ。 

へこんだ ので はない、 樽 ロケット をのせ たま ま 円盤 



まさつ 

「そうです。 一種の ゴムです。 適当な 摩擦 を もってい 

て、 弾力 も 頃 あい、 そして 丈夫な ことに かけて は、 巨 

人 や ブル ト— ザが のつ て も 平気で、 きめられた スピ— 

ドで 走る のです。 さあ、 私たち も あれに のりましょう _ 

はじめの 外側の 一 番 ゆっくり 動いて いる 白い 道路への 

う さ ぎ 

リ 移る のです。 のり 移る とき は、 両足 を そろえて 鬼 

のように ぴ よんと とびのる のです。 またいで はいけ ま 

せん」 

りょうわき かか 

博士 は、 ちょっと こわがる 二人 を 両脇に 抱え、 

「 一 ィ ニノ 三 ッ！」 

で、 白い 道路に とびのった。 



とびのって 見れば、 なんでもない。 目 まわ リ はしな 

ヽ o 

レ 

「これ は 時速、 わずかに 五 キロです。 さあ その 次の 青 

い 道路への り 移りましょう。 こうして だんだんと 速い 

道路への り 移って いくのです」 

なるほど、 やって みれば、 なんでもない ことだった。 

この 国で は 自動車 や 電車 は ほとんど 使わず、 みんな 「動 

く 道路」 で 交通 をして いるの だそう な。 

じぎよ ■ つ 

すばらしい 事業 



いへん 困りました。 そこで 考えた の は、 海の 底 を ひら 

いて、 そこに 住む ことです。 いや、 住む だけで はなく、 

海底に も 陸地が あるから、 そこ を 掘れば 陸に あると 同 

じょうに、 銅 や 鉄 を 含んだ 鉱石 や、 石油 や 石炭 もた く 

さん あるに ちがいない。 そういう 信念と 調査 研究と を 

力と して、 この 海底 国 を すこしずつ 建設して いったの 

です」 

ポ— デル 博士のお 話に よって、 「なるほどな あ、 海の 

底に 陸地が あると いう こと を 、すっかり 忘れて いたよ」 

と、 東 助 は 自分の 頭の わるい のが はずかしく なった。 

「さあ、 .y 場が 見え だしました。 おりましょう」 



ほどう 

ポ— デル 博士と 共に 白い 道路から、 動かない 舗道の 

上へ とび 移った。 

「ああ、 きれいだ こと。 りっぱな 広場です わね え」 

「広い な あ。 こんな りっぱな 広場 を 見た ことがない」 

広場 は 円形に なって、 二 万 坪 は ある。 その まわりに、 

何十 階と いう 高層 建物が たちならんで いるが、 その 一 

つ 一 つが、 形 や 色彩が かわって いる 上に、 その 調和が 

じつにう つくしい。 広場の まん 中には、 噴水 塔が あり、 

水晶の ようなし ずくが 下にお ちて、 大きな 水盤に たま 

る。 空 は 青く かがやい ている。 

「はてな。 ここ は 海の S でしよう。 それ だのに、 なぜ 



あんなに 空が 青く かがやいて いるので すか」 

「もっともな 疑問です。 あれ はね、 東 助 君。 ほんとう 

の 空で はなく、 青と 同じ 色の ガラスが 天井に はりつめ 

て あるので す。 そして その上に 太陽と 同じ 光 を だす 電 

灯が ついている のです。 しかし 海底 国に いながら、 よ 

く 晴れた空が 見える ようで、 この 国の 人々 はこの 広場 

に 集り、 いい 気持になる のです」 

「なるほど。 でも ほんとうの 太陽で ない と、 からだに 

しがいせん 

必要な 紫外線 なんかが 含まれて いないから、 よく ぁリ 

ません ね」 

「そんな こと は、 ちゃんと 衛生 官が しらべて あります _ 



となり、 巨大な 原子力が 使える から、 こんな 海底 国の 

大工 事 も、 なんの 苦 もな くで きて しまったん です。 早 

く 死んで しまった 人に、 海底 国の 話 をしても、 きっと 

ほんとうに しないで しょうね」 

しんぴ 

ブ rt> ネぁ 

美しい チュ ー リップ や 力 ー ネ ー シ ヨン ゃヒ ヤシン ス、 

ゼラニ ゥム、 シクラメン などの 花 を あつめ、 外 をァス 



「先生。 今日は どんなに ふしぎな 国へ 連れていって 下 

さるので すか」 

「今日はで すね、 ふしぎな 力の 国へ ご 案内いた します」 

「ふしぎな 力の 国って、 どんなと ころです の」 

「みなさん は、 ここに A と B と、 二つの 物が あるとき 

この 二つの 間に、 引力と いう 力が はたらいて、 たがい 

に ひっぱり つ こ をして いる こと を 知つ ています か」 

「引力なら、 知っています」 

「よろしい。 その 引力の 法則 を 知っています か。 

ニュ— トンが 発見した その 法則です。 どうです か、 東 

助 君」 



「引力の 法則 は、 だれでも 知っていなくて はならない 

法則 だから、 ぼく もよ く おぼえて いますよ。 ニッ 

せき 

ノ 物体 ノ間ノ 引力 ハ、 ソノ ニッノ 物体 ノ 質量 ノ積ニ 比 

じじょう はんぴれい 

例シ、 ニッノ 物体 ノ 距離 ノ 自乗 二 反比例 スル。 —— こ 

れで いいのでしょう」 

「それでよ ろしいです。 つまり、 ここに 物体 A と 物体 

B の 二つ だけが あつたと します。 物体の 間に は 引力が 

はたらく のです。 その 引力の 大きさ は、 今 も 東 助 君が 

いったと おり、 A と B の 質量 これ は 重さの こと だ 

と 考えて いいので すが、 大きければ 大きい ほど、 引力 

は 大きい。 また、 A と B とが どのくらい はなれて いる 



「はい。 そうします」 

「いいです か、 ヒ トミさん。 引力 はね、 物体 A と 物体 

B の 距離の 自乗に 反比例す るので す。 はは は、 それ、 

むずかしい 顔に なりました。 それ、 いけません —— 。 

A と B の 距離が 一 メ — トルの 場合と 一 ーメ— トルの 場合 

と、 引力 は、 どんなに ちがう か。 それ を 今 申した 法則 

を あてはめて、 考えて みましょう。 ヒ トミさん、 あな 

た 計算して ごらんなさい。 わけなく、 できます」 

ヒ トミ は、 小 首をかしげ たが、 おずおずと 口 を ひら 

いた。 

「二つの 物体の 距離に —— いや、 距離の 自乗に 反比例 



する のです から、 距離が 一 メ— トルの 場合 は 一 の 自乗 

はや は リー です。 この 一 に 反比例す るんだ から、 分数 

にして、 一分の 一。 一分の 一は やはり 一です」 

「それから 距離 一 ーメ— トルの 場合 は、 どうなります か」 

「ニメ —トルの 場合 は、 二の 自乗と いうと、 二に 二 を 

かける こと だから、 ニニが 四で、 四です。 反比例 だか 

ぎゃくすう 

ら、 この 四の 逆数 は、 四 分の 一。 小数に して 〇 丄ー五 

です。 これでい いでし ようか」 

「計算 はいいで すが、 その 意味 はどうなります か」 

「さあ …… 」 

「AB の距 錐が 一 メ — トルのと き は、 引力 は 一。 二 



いんせきら つ か 

隕石 落下 



まもなく 博士 は、 巻いた 紙 を 持って きた。 

「これ を ごらんなさい。 図面が 三つあります よ」 

博士が 紙 を ひろげる と、 (ィ) と (口) と (ハ) の 三 

つの 図面が 並べて あった。 



「この (ィ) の 図が、 今 考えた 距離の 自乗に 反比例す る 

場合です。 太い 曲線が、 がけの ように 下りて いますね。 

その 曲線の 高さが 引力 を あらわし ています。 距離が 一 

メ — トルの ところでは 引力が 一。 ニメ — トルで は 〇• 



二 五。 三メ— トルで は 〇• 一 一と、 急に 引力が 小さく 

なって いきます。 そのこと が この 図で 分る でしよう」 

「ええ、 分ります わ」 

「(ィ ) の 場合 は、 距離の 自乗に 反比例し ましたが、 (口) 

の 場合 は、 距離に 反比例 するとしたら、 どうなる だろ 

うか、 それ を 図に してみ たのです」 

「自乗に 反比例で はなく、 ただ 『反比例』 する 場合の 

ことです か」 

「そうです。 ですから、 (口) の 場合 は、 AB の 距離が 

ーメ— トルなら、 その 逆数 は 一。 距離が ニメ— トルな 

ら、 その 逆数で 二分の 一。 つまり 〇• 五です ね。 距離 



が 三メ— トルなら、 その 逆数で 三分の 一。 つまり 〇 • 

三 三。 (口) の 場合の 曲線と、 前の (ィ) の 場合の 曲線 

と を くらべて みます と、 (口) の 方がず つと、 いつまで 

も 力が 減りません ね」 

「ええ」 

「そうでしょう。 距離 ーメ —„ ^ル のと ころで は、 どつ 

ち も 同じです が、 距離 三メ— トルに なると (ィ) の 場 

合 は 〇 • 一 一 に 減る のに、 (口) の 場合 は 〇 • 三 三に し 

か 減らない」 

「ポ— デル 先生。 そんな 計算ば かりして いて、 それが 

どうなる のです か。 早く ふしぎの 国へ 連れていって 下 



さい」 

東 助が、 すこした いくつの 顔であった。 

「この 計算が ね、 ふしぎの 国の 案内書であります よ。 

われわれ は、 (ィ) の 法則の 世界に 住んで いるから 幸福 

なので、 もし (口) の 法則の 世界に 住んで いると した 

ら、 とてもそう ぞうしくて、 胸が どきどき、 頭が ぴん 

びん、 神経衰弱になる でしよう。 それから また (ハ) 

の 法則の 世界に 住むならば、 神経衰弱 どころ ではなく 

て、 けがば かりして いなければ ならないで ありまし よ 

う。 われわれ は (ィ) の 法則の 世界に 住んで いるから、 

たいへん しずかで、 安全であります」 



「その (ハ) の 法則の 世界と いうと、 どんな 法則なん 

です の」 

「おお、 まだ 説明し ませんで したね。 (ハ) の 場合 は、 

A B 間の 引力が 距離に 無関係な 場合であります。 つま 

り 距離が 近くても 遠くても、 引力 は 同じに はたらく の 

です。 すると、 距離に 無関係で、 ただ A B との 質量の 

大きさ だけで、 引力が きまります。 そうなる と、 うる 

さいです よ」 

「どんなにうる さいです か。 そのような 世界が あった 

ら、 早く 連れていって 見せて ください」 

「それで は、 その 世界へ いってみ ましょう。 (ハ) の 場 



ころから、 土け むりが あがり、 建物の 一部が こわれて、 

ばらばらと 下に 落ちて くる。 

あつ、 通行人が たおれた。 けが をし たんだ。 バスが、 

べちゃんこ になった。 建物の かけらが、 満員の バスの 

上に 落ちた からだ。 

「やや ッ、 たいへん だ。 どうし たんだね」 

いんせき 

「隕石ので かいの が 落ちて きたんだ。 めずらし いでき 

ごと だ」 

だ、，.^、. おん 

といって いると き、 またもや 大怪音 だ。 さっきの よ 

り も、 もっと 大きい。 

まてん 

「おお、 えらい こと だ。 五十 五 階の 摩 天 ビルが 半分に 



「どうしたんで しょうね、 東 助さん」 

「あの こと だよ。 (ハ) の 場合 だよ。 つまり 引力 は距 

離に 無関係に なつたん だ。 だから、 どんな 遠い ところ 

にある もの も 近いと ころに ある もの も、 同じに 引力が 

はたら くんだ。 引力の 大きさ は、 ただ、 そのものの 質 

量 だけに 関係す るんだ。 という こと はね、 軽い 物 は 重 

いものに ひきつけられる という ことなの さ」 

「で、 どうしたの、 それが」 

「だから、 地球 は 大きい し、 空 を とんで いる 隕石 は 小 

さいだろう、 地球が 隕石 を みんな ひきよせて いるんだ 

よ」 



「だ つ て、 今までで も 流星 という ものが あ つ て、 隕石 

も 落ちた でしよう。 しかし こんなに たくさん 落ちな 

かった わね え」 

「今まで は、 空の 遠く を とんで いる 隕石 は、 少し は 地 

球の 方へ は 引かれる けれど、 遠くに ある もの だから、 

結局、 距離の 自乗に 反比例 するとい う 引力の 法則に 

よって、 地球に は それほど 引きつ けられず、 他の 方向 

へ はずれて いったん だよ。 ところがね、 (ハ) の 場合 だ 

から、 引力 は 距離 関係が なくな リ、 重い もの は どん ど 

ん軽 いもの を 引 張りつ ける ことにな つたので、 隕石 は 

みんな この 地球へ 引きよ せられる のさ。 まだまだ、 た 



「先生、 距離の 自乗に 反比例で はなく、 きつき の (口) 

の 場合の ように、 距離に 反比例す るの なら、 ぼくらの 

生活に さしつかえないので はありません か」 

「東 助 君が そういう だろうと 思って いました。 しかし 

ねえ、 東 助 君。 (口) の 場合に なると、 さっき もい つた 

ように、 人間の 身体に、 他の 大きな 物体の 引力が 強く 

あたりす ぎます から、 人間 は 今よりも ずっと からだが 

不自由になる し、 おもしろくない 力 を 外から 受けな く 

て はならない のです よ。 そういう 世界へ、 これから 

ちょっと、 案内して あげましょう」 

「待って 下さい、 ポ— デル 先生。 さっきの 隕石で、 も 



うこり ごり です わ。 とう ぞ、 そんない やな 世界へ お 連 

れ にならないで 下さい」 

「おやおや、 ヒ トミさん は、 たいへん こりました ね。 

よろしいです。 それで は、 この 窓から、 (口) の 場合の 

世界 を のぞいて いただく ことにしましょう。 ど ぅぞ) J 

らんなさい。 もう 見えて いますよ」 

「えつ。 もう 見えて います か」 

ガラス 

二人 は、 窓へ 顔 を もっていって、 硝子の 丸窓の 外へ 

目をやった。 

公園の そばの 路を 子供た ちが、 わいわいい いながら 

歩いて いる。 



「昔 これ を 考えた 人 は、 こうして くりかえし 水 を 落し 

て は 水車 を まわし、 水車の 力で 水 を 上に あげ、 また そ 

の 水 を 落し、 こうして やって いくと、 ほかから 力 を あ 

たえないでも その 運動 は 永久に つづく と 思った のです _ 

ところが、 それ は あやまり でありました。 そうはい か 

ない のです。 けっして 永久に はつ づきません。 やがて 

とまって しまう のです。 なぜ だか、 わかります か」 

博士に そうい われる と 二人 は 困った、 よく わからな 

ヽ o 

レ 

「永久 運動 をす る 仕掛 を、 永久 機関と いいます が、 こ 

れ はもし 本当にで きる ことなら、 たいへん 便利な 機械 



ポ— デル 博士の ことばが 終る と 間もなく、 これ もま 

た 古い 洋館の 一 間の 中が 見えた。 品の ある 貴族が しき 

りに、 水槽の 中に、 海綿の ベルト を 見つめて いる。 

「あれが 有名なる コン グレ— プ 卿です」 

と、 ポ— デル 樽 土が 解説した。 

「あの人 は、 なに をして いるので すか」 

かいめん 

「金属の ベ ルトの 内側に 海綿が はりつけて ある もの を 

作って おきます。 これ を 1 と 2 の 二つの 滑車に かけて 

あのよう に 一 部分 は 水に 浸します。 このままで、 しば 

らく 放ってお くと、 海綿 は 水 を 吸って ふくらみまして 

図の ようになります。 ことに、 ィハ のと ころ は、 毛管 



金属べ/ レ ト 



こうそん 

「君た ち は、 『エネ ルギ— 恒存の 法則』 というの が ある 

の を、 まず おぼえて 下さい。 そしたら、 無から 有 を 生 

ずるな どと いう 永久 機関 は、 けっして できる もので は 

ない という ことが わからなくて はならない はずです」 

「ああ、 そうか。 今、 やっと わかりました」 

おわ 力. 

「永久 機関に は、 もう 一 つの 種類が あります。 それ は、 



よると 低温の ものから 高 51 の もの へ 熱 を 移す こと はで 

きないの です。 ですから この 法則 を 知らない 人が、 今 

いったよ うな 永久 機関 を 考えて、 やはり 失敗す るので 

す」 

「すると、 永久 機関 は、 どんな もので も、 全部 だめな 

んで すね」 

「そうです。 どうか、 それ を 忘れな い で いてく ださ い 」 

そのと きポ— デル 博士 は、 操縦席から 立 上って 二人 

の 方へ きた。 

「東 助さん、 ヒ トミさん。 いよいよ、 お別れの ときが 

きました。 あなたがたの、 ふしぎ 国 探検 も、 今日で 終 



底本" 「海 野 十三 全集 第じ卷 超人 間 X 号」 三 一 書房 

1990 (平成 2) 年 8 月^日 第 ー 版 第 ー 刷 発行 

初出 ： 「ラジオ 仲よ し クラブ」 

1947 (昭和^) 年 9 月〜 1948 (昭和^) 年 7 

月 号 

入力 .. 

校正 ： 原 田頌子 

図版 ： 小林徹 

2 002 年 5 月 2 日 作成 

2 003 年 7 月 M 日 修ノ正 

青空 文庫 作成 ファイル " 



この ファイル は、 インタ ー ネットの 図書館、 青空 文庫 

(http://www.aozora.gr.jp/) で 作られました。 入力、 

校正、 制作に あたった の は、 ボランティアの 皆さんで 



